
現任校に着任した６年前の４月、PTAと地域の公民館が共催する教職員歓迎会が行われ

ました。私の他に教員１名のための歓迎会でしたが、150戸足らずの小さな集落ながら、60

名を超える出席者がおり、学校への深い愛情と強い思い入れが伝わってくる歓迎会でした。

｢事務職員の北野大地です。よろしくお願いします｣。参加者のテーブルを回り、一人ひと

りに自己紹介を兼ね、あいさつをしました。しかし、反応は今ひとつです。｢まぁ、頑張っ

て……｣。冷ややかな視線や愛想笑いの数々から、地域との間にある厚い壁と事務職員に対

する薄い期待を感じずにはいられませんでした。前任者がどのような仕事をし、地域や保護

者とどのように接してきたのかは知るよしもなく、もちろんそれを前任者の責任にするつも

りはありませんでした。

その時、心に堅く誓ったことが二つありました。その一つは｢学校事務職員｣という職種を

何とか地域や保護者に理解をしてもらうために、日常の学校事務をしっかりとすすめながら、

学校事務職員が学校に居る理由
わ け

と、これからも居なければならない理由
わ け

を広くアピールした

い――ということでした。そのために、校内の業務はもとより、PTA活動や地域行事にも

積極的に関わりました。そして、多くの人とのつながりが生まれ、地域や保護者との壁も無

くなりつつありました。

しかし、それは｢人間・北野｣と地域・保護者とのつながりでした。そこで、｢学校事務職
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海峡をわたる「領域」
●「北海道の学校事務」の現在・過去・未来

温故創
．
新（下）～教育情報活動

北海道公立小中学校事務職員協議会

〈第８回〉



■教育情報活動の過去の実践を

ひもとく

｢北海道の学校事務｣において教育情報活

動とは、情報を通して学校における人間関

係を切り結び社会化・集団化していく活動

と押さえ、事務職員はその中心となって教

職員・保護者・地域住民に働きかけをすす

めてきました。

事務職員が積極的に情報を用いての活動

は、｢領域｣の提起以来30年にわたり全道各

地で実態化が広がっています。最初は｢教

職員向け事務だより｣｢校内文書の管理・活

用｣等のとりくみから始まった情報活動は、

｢情報｣という言葉が広い概念によってわか

りにくく、全道でもなかなか有効な実践報

告がありませんでした。さらに一部では財

政財務活動を活性化する活動と捉えられた

地域もあり、｢領域｣としての情報は全道各

地で多様な考え方の中、試行錯誤しながら

現在に至りました。

この間、コンピュータの急速な普及によ

り、情報管理の分野においてコンピュータ

の機能と運用等が社会的問題として学校事

務になげかけられました。また、各自治体

での情報公開条例や個人情報保護条例の制

定に伴い、学校の説明責任や意思形成過程

情報の公開、さらに子どもたちのプライバ

シー保護のとりくみ等、学校全体ですすめ

る必要性が強くなってきたことから情報管

理委員会の設置や対応し得る校務分掌への

名の変更など、事務職員を中心とした情報

活動が必要になりました。このように社会

情勢の大幅な変化とともに、教育情報の課

題も変化してきました。

しかし、例え情勢や課題が変わろうとも、

学校事務のとりくみを通して協力協働のあ

りかたを提起し、全職員さらには保護者・

地域との共通理解と連帯を図りながら、

｢学校づくり～教育の仕事の組織化｣をすす

めていくという手法は「北海道の学校事務

の原点」であり、これからも変わることは

ありません。そして、これまで北海道で続
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写真提供：富良野市立樹海小学校　校長　久守清志

員・北野｣としての新たなつながりのために、｢地域向け事務だより｣の発行を試みました。

｢職員向け｣や｢児童向け｣の事務だよりは発行したことがあるものの、｢地域向け｣はこれまで

一度も発行したことはありませんでしたが、千載一遇の好機と前向きに考え、作成をすすめ

ました。完成後、校長に対しこれまでの経緯と現在の私の思いを話し、内容を理解してもら

った上で、地域全戸に｢地域向け事務だより｣が配布されました。気がつけば季節は夏真っ盛

り、夏季休業直前のことでした。
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◆　後　志　に　お　け　る　｢ 情　報　｣

後志支部（第38回全道事務研問題提起より－1988年）

情報は社会全体に係わるものであり、１人事務職員のみが携わる性格のものではな

く、組織内にあってはその構成員個々が持っているものも数多くあることから考えて

みれば、狭い範疇にとどまるものではない。組織内の構成員個々が持っている情報も

数多くある事から考えて、これを還流させる、あるいは有効に活用させていくための

活動が必要である。

そのためにも、私たちの側から積極的に働きかけることも大切であるが、｢学校づく

り｣の観点から個々が持つ情報の活用をどのようにしていくかを考えていかなければな

らない。

従前、今日に至るまで学校における情報が｢文書主義｣に基づき、公文書といわれる

行政の意志のみが唯一有効な拘束力をもって処理され、教育現場が行政の末端として

機能してきたことから一歩踏み出し、｢学校づくり｣のために教職員の活動をより有機

的に結合し発展させるための役割を持たせるのである。私たちは、このように情報を

還流させる活動等と合わせて、組織化や共通理解を形成するための創造活動を情報活

動に求めるのである。

一時、情報活動の実践の代表と言えば、文書のファイリングシステムと事務だより

であった。しかし、今はそのような活動は、どちらかというと情報活動のための条件

整備的に考えられている。というのは、学校や職員の意識が変わって初めて情報活動

であると考えた場合、来た文書をただ単に整理したり、事務だよりを出して知識を増

やせることだけでは情報活動ではないと考えるからである。ファイリングした文書を

職員が活用し、その結果として職員の意識が変わってきた、事務だよりに書いた文章

が元になって論議が起こり、職員の考え方が変わってきた、ということであれば情報

活動の一端になろうかと考える。

給与や共済の情報も情報にかわりがないとしても、私たちが目指すものは教職員間

を行き来し、｢学校づくり｣に結び付くものでなければならないと考えるからである。

私たちが情報活動を考えるとき、基底においておかなければならないことは｢有機的、

非管理的に組織された教職員の協力・協働｣を目指し、情報をどう駆使するのかという

ことである。またそのための情報活動とはどのようなものなのかということを絶えず

模索する姿勢であろう。そのためにも、教育の現状を捉えかえすことが重要となって

くるのである。領域実践は、教育を変える運動としての位置づけを目指すものとの認

識に立つからである。



（現：旭川市立共栄小学校　中辻明さんの実践例）
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けられ積み上げられてきた実践や考え方

を、常にひもとき、その価値を北海道の学

校事務職員全員で確かめ合いながら学校事

務を進めていく必要があります。

■現在の教育情報活動の

現状と課題

現在の教育情報活動において、当初から

行われていた｢事務だより｣は｢保護者向け

事務だより｣｢子ども向け事務だより｣に発

展しています。

また、児童生徒・保護者に対するアンケ

ートによる情報収集のとりくみは広がりを

見せ、「開かれた学校｣｢知る権利」を意識

した実践が行われ、情報の双方向性へとつ

ながっています。そして、文書の管理は単

なる文書分類表やファイリングから、個人

情報の有無や廃棄の方法まで一貫した文書

管理の方法を提示し、実践されるようにな

ってきました。

しかし、学校は依然として閉鎖的な部分

を残しています。｢保護者負担｣を例にとっ

てみても、学校徴収金の根拠や公費との支

出割合などは、保護者にとって当然の関心

事であるにもかかわらず、学校からの実情

説明が十分なされているとはいえません。

｢本当に伝えなければならない情報とは何

か｣｢相手が欲している情報とは何か｣を校

内で分析・判断しながら、今後はこのよう

な情報についても私たち事務職員が中心と

なり、積極的に発信していく必要がありま

す。

また、事務職員をとりまく状況が年々き

びしくなる中、事務職員が学校の中に必要

な職であり、｢効率化・合理化｣により切り

捨てられない職であるということを内外に

幅広くアピールする必要があります。今後

は学校必置職としての私たちの仕事の重要

性・必要性などについても、意図的・自発

的にどんどん発信していかなければなりま

せん。

そして、情報発信のみならず、情報収

集・活用の分野においても、これまでにも

増して双方向の情報交換・交流を活発に行

い、子ども・保護者を含めた｢学校づくり｣

がすすめられていかなければなりません。

そのために私たち事務職員だからこそでき

る、保護者・地域との情報の共有を行うこ

とがさらに重要になっています。児童生

徒・保護者に対するアンケートや保護者・

地域に向けた｢学校事務だより｣を発行し、

学校を知ってもらい育ててもらうことによ

って、学校事務職員は、より開かれた学校、

地域コミュニティーの中心となっていくの

ではないでしょうか。

●現在進行形の教育情報活動～「保護者向け事務だより」の実践を通して

（北海道北部　稚内市立稚内中央小学校　藤田幸一さんの実践例）

（北海道中央部　滝川市立滝川第二小学校　 橋秀幸さんの実践例）

（北海道南部　七飯町立大沼中学校　秋浜晋一さんの実践例）
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初めての｢地域向け事務だより｣はA４版の縦３段組みで、１段目は自分の生い立ちや趣味

などの自己紹介を、２段目には事務職員が学校でどのような仕事をしているかを、３段目に

は事務職員の学校での日々の思いを｢詩｣にしたものを掲載しました。自分自身では納得ので

きる内容でしたが、発行後の地域からの反応はありませんでした。意気込みの割には手応え

が得られず、若干拍子抜けした自分がいました。

その年の暮れ、地域の会合で、ある老人が私に「あの詩はよかったね」と語りかけてきま

した。地域全戸に配布された事務だよりでしたが、発行から半年経っていたこともあり、私

は発行したことすら忘れていました。老人が私に会ったら詩の話をしようと、いつまでも覚

えていてくれたことにいたく感激しましたが、同時にどこかで誰かが書いていたような文章

に、ちょっと付け加えたような詩が褒められたことに対し、恥ずかしい思いもあり、内心は

複雑でした。結局、私に感想を伝えてくれたのはこの老人ただ一人でした。

しかし、このことで、事務職員からの情報発信に意味が無いと簡単に否定することはしま

せんでした。直接私に感想が伝わってこないとしても、事務だよりを目にし、色々な思いを

抱いた人は少なからずいたと信じていたからです。その証拠に発行後、学校事務に関する質

問や相談を受ける機会がはるかに増えたからです。このように簡単には情報の双方向は実現

しませんでしたが、これも情報の持つ特性の一つであり、これでいいのだと思いました。

６年前の歓迎会の日、心に誓ったことのもう一つは、この地をはな離任れるときに思いき

り泣けるくらい学校と地域を愛したい――ということです。いまの段階で泣けるか泣けない

かはわかりませんが、答えは来年の３月に出ます。自分がこの学校ですすめてきた学校事務

の集大成としてのその答えは、６年前のねらいとは違う｢地域向け事務だより｣の最終号に載

せたいと考えています。
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